
【パネル展示の様子】

〇開催にあたり、ＮＨＫ「ならナビ」で取り上げていただきました。

〇県南部を中心に甚大な被害をもたらした平成２３年の紀伊半島大水害からは、すでに１３年が経過して

います。県では関係機関と連携しながら、紀伊半島大水害で発生した大規模な土砂災害の教訓を忘れず

活かせるよう、土砂災害防止の啓発活動を今後も実施していきます。

○６月の土砂災害防止月間の取り組みの一環として、奈良県立図書情報館において「土砂災害パネル展」を

国土交通省 紀伊山系砂防事務所及び気象庁 奈良地方気象台と共催しました。

○奈良県でも平成２３年の紀伊半島大水害で甚大な被害が発生しています。今回のパネル展では、紀伊半島

大水害の被害状況や復旧工事の様子、土砂災害警戒区域等が確認できる「奈良県災害リスク情報システム」

の使い方を紹介するパネルを展示しました。

土砂災害から身を守るために！

奈良県立図書情報館で「土砂災害パネル展」を開催しました

【取材の様子】

【パネル展実施のようす】

【パネルを見学する来場者】

【システムの使い方を紹介するパネル】

＜開催日時＞ ＜開催場所＞
令和７年６月１０日（火）～１５日（日） 奈良県立図書情報館 ２階セミナールーム前
＜出展内容＞
・土砂災害に関するパネル展示
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